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宍粟市内にお住まいで同居されていることが条件です。宍粟市社協本部・支部へお申込ください。
「ひ孫といっしょ」のコーナーに登場していただけるモデルさんを募集いたします。

シリーズ 77　宍粟市 一宮町　　
●長野　みさをさん（90歳）
○果歩ちゃん（1歳1ヵ月）
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■長女
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宍粟市の福祉指標 （11月30日現在）

資料は宍粟市市民生活部提供
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H22.11月末
高齢化率

はがき、FAXで、パズルの答えと住所、
氏名、今月号の「こんにちは! 社協です!!」
に対する感想を記入し、応募ください。
正解者の中から抽選で５名の方に粗品を
進呈します。
〆切り：平成23年12月26日
住所：〒671-4137
　　  宍粟市一宮町閏賀３００番地
FAX：０７９０－７２－８７８８
宛先：宍粟市社協「ふくしパズル」係

応 募 方 法

11月号の答え『点字教室』。
右の方が当選されました。（敬称略）

にあてはまる漢字4文字を考えてください。

※この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金の一部を活用し作成しています。　※当広報紙に掲載している氏名および写真等については、ご本人の承諾を得て掲載しています。　
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ヒント：
ろうあ協会のみなさんに
教えていただきました。
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山本　弘和(山崎町）
下村　秀子(一宮町）

井上 美代子(山崎町）
田畑　幸恵 (一宮町）
春名　千里 (山崎町）

自宅前のブドウ畑をバックに

菅野小の子どもたちの真剣なまなざし
「おいしくなりますように」

土万地区を守る会には３８名の方が登録
代表は友延さん。今日も元気な子どもたち

「やまさきボランティアフェスタ」では配食ボラン
ティアの仲間と出店した焼き芋屋さんが大好評

友延　滋さん （76歳）
しげるとも のぶ

　山崎町 塩山

平成５年に仕事を退職して、大阪からこっちへ帰ってきてね。
何か地元で役に立つ事はないかと探したのが全ての始まり
でね。（笑）配食ボランティアは、その年の９月からやわ。
土万（地区）は、今よりひとり暮らしの人も多かったんやで。
それとブドウ作りは、平成１２年から手探りではじめてね。
失敗もぎょうさんしたけど、やればやるほどこだわりが
出来て。今は農園に行くのが楽しみでね。（笑）
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友延さんと言えば、ボランティア活動とブドウ作りですね。

今は、リスクを分散するために、３か所で１０種類のブドウ
の樹が、全部で９６本あってね。それぞれ育つ条件も違うし、
性格があるみたいで、わが子みたいなもんですわ。（笑）
それと、菅野小学校４年生の体験学習も毎年受け入れて、
もう１０年になるかな。5 月のジベ（種なし処理）から始めて
収穫したブドウを直売所で販売するまで任せてね。ブドウ作
りは大変やけど、ブドウの成長を見守る子どもらのいきいき
した顔に、元気をもろうてね。（笑）

ブドウ作りについて詳しくお聞かせください。

そうなるんかな。子どもが好きやでね。（笑）３年になるかな。
「土万地区を守る会」に塩山老人クラブのお散歩クラブで
参加して、土万小学校の下校の見守りもしよるから、ほんま
の見守り活動もしよるんやで。（笑）一緒に歩いて帰る間、
子どもらがいろいろな事を話して教えてくれるんも楽しみ
でね。

ブドウを見守る子どもたちを友延さんが見守っているんですね。

そうやね。ブドウ作りもそうやけど、足が上がる間は、子ど
もらの見守りは続けたいね。最近の理想は、時間の流れる
まま自由気ままに飄々と生きていけたら、それが一番ええ
と思とるんやけどね。（笑）

　ボランティア精神が、全ての活動の根本にある友延さん。
「あ、ブドウのおっちゃんや！！」と、子どもたちから声をかけら
れるのが、とてもうれしいと笑顔で語る友延さんと奥さんが
印象的でした。これからも、子どもたちの笑顔に元気をもらって、
おいしいブドウを作ってくださいね。　（山崎支部　森井裕矢）

最後にこれからの夢や目標をお聞かせください。

「 子どもたちの笑顔が
                 元気の源！！」

おかえり ただいま！！
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